
(1)発達の不安について、今より気軽に相談でき
る場があるとよい。

(2)[相談前] どこに相談していいかわからない

[相談後] どこで何を担当してるかわからない

[福祉サービス利用後] どんなサービスが使
えるか、どんな違いがあるかわからない

(3)事業所間または、事業所と保育園・幼稚園
等とのもっと情報共有できる仕組みがあるとよい。

(1)発達の気になる子の出前相談会の実施
→ ミニ講座+個別相談コーナー形式で実施
①12/19（水）午前10時～正午/ぐんぐん2階 研修室

テーマ「うちの子って元気すぎ!?」
・参加者全体67人(大人41人、子ども26人)
・個別相談26件（臨床心理士、保健師、保育士が対応）

②3/8（金）午前10時～正午/さいわいプラザ2階 健診室

テーマ「なんで思いが伝わらないの!?」

(2)相談窓口やサービス等の情報を集めた「子どもの発達
ガイドブック」の作成
→今後、関係機関（市窓口、保育園・幼稚園等、学校など）

及び保護者向け（子育ての駅等に設置）に順次配布
→支援者側は窓口対応で活用を促し、どの窓口でも

総合的な案内ができるように
→紙媒体だけでなく、ホームページ等にも掲載予定

(3)事業所間の情報交換会の実施
→ 10/25(木)相談支援事業所向けを実施

11/7（水）通所支援事業所向けを実施
2/28（木）相談支援・通所支援合同で開催予定
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